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1．はじめに

近畿大学奈良キャンパスは、1989 年 4 月に大
阪府東大阪市の市街地から、現在の奈良県に移転
した 1）。当地は、奈良市の郊外にあり、海抜
200m から 300m の山々が連なる矢田丘陵地の中
腹に造成して作られた 1）。周囲は里山的環境であ
る 1）が、造成して作られたキャンパスであるた
め、100 年前には存在していなかった 2）草地がで
き、ススキなどの植物が見られるようになっ
た 3）。また、ベニイトトンボ、カスミサンショウ
ウオ、カヤネズミなど、絶滅危惧種に選定されて
いる生き物も多く生息しており 4）、調査研究が行
われてきた。ここでは、2004 年から 2009 年 9 月
までに得られた調査・観察結果をもとに、近畿大
学奈良キャンパスに生息するカヤネズミの生息状

況を報告する。
カヤネズミ Micromys minutus は、げっ歯目

RODENTIA、ネズミ科 Muridae、カヤネズミ属
Micromys 5）に属する生き物である（図 1）。背面
は暗褐色で、腹面は白色である 6）。成体は頭胴長
50 ～ 80mm、 尾 長 61 ～ 83mm、 後 足 長 14 ～
16.7mm、体重 7 ～ 14g 6）である。世界では、ユー
ラシア大陸にだけ住むネズミである 7）。この大陸
のほぼ北緯 45 ～ 60 度の間を帯状に横断し、東に
向かうに従い分布が南下する 7）。分布の南限はイ
ンドのアッサムやビルマの北部である 7）。日本で
は本州、四国、九州のほかに、対馬や隠岐島など
の属島には、生息しているが、北海道には生息し
ていない 7）。また、本州でも青森、秋田、岩手に
は生息しておらず、本州での分布の北限は福島県
である 7）。
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Synopsis

The harvest mouse, Micromys minutes, is a Red List of Threatened Species animal in Nara Prefecture and other regions 

in Japan. This mouse inhabits the grass-lands and builds its nest in the eulalia （Japanese pampas grass）, Miscanthus 

sinensis-, and other gramineous plants. The Nara Campus of Kinki University is located in the suburb of Nara city and has 

coppices, ponds, grass-lands-, and wet-lands. The harvest mice were observed mostly in the eulalia growing in the wet-

lands. The major breeding season was autumn and early winter. It is important to conserve the eulalia in the wet-lands by 

excluding the other weeds such as kudzu vines and golden-rod, which luxuriate in the wet-lands.
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生息場所は主に、河川敷や里山のススキなどが
ある草地である。近年、宅地開発や河川敷の公園
開発によって、こうした生息場所が減少してお
り、個体数も減少傾向にある。世界的には分布が
広く、個体数も多い 8）が、日本においては急速に
減少しつつあり、有効な保全対策が必要であ
る 7），9），10）。

近畿大学奈良キャンパスがある奈良県のレッド
データブックにおいて、カヤネズミは希少種に指
定されている 11）。そのほか、近畿の各地域にお
いても、大阪府では要注目種 12）、滋賀県では希
少種 13）、京都府では準絶滅危惧種に選定されて
いる 14）。

近畿大学奈良キャンパスでは、調整池、湿地ビ
オトープ、グランド周辺、里山ものづくり村にお
いて、カヤネズミの生息が確認されている 1），15），

16），17）。

2．調査地概要

調査は近畿大学奈良キャンパス（奈良市中町，
面積約 1.1 ㎢）内の草地で行った。草地は以下の
4 か所を中心とした（図 2）。

①　 調整池は堤防の周囲が約 400m で、100 株
近くのススキが自生しており、カワセミ、
トノサマガエル、ミシシッピアカミミガ
メ、ウシガエル、ニホンマムシ、ベニイト
トンボなどの生き物が観察できる 18），19）。
ススキ株の周辺には外来植物であるセイタ
カアワダチソウが見られるが、それほど多
くない。授業での草刈りの実習や、業者に
よる草刈りも行われている。また、サクラ
も多く植えられており、樹齢は 15 年程で
ある。

②　 湿地ビオトープは面積が約 1075 ㎡である。
近年、里山観察会のためのイスや東屋が設

図１．カヤネズミの成体・仔・巣（近畿大学奈良キャンパス）

成体　　2007. Nov. 17 仔　　1997. Dec. 2

巣　　2000. May. 4
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置されている。定期的に学生による草刈り
や、気象観測が行われている。ニホンアカ
ガエル、トノサマガエルなど多くの生き物
を観察することができる 18）。そのなかで
も、ニホンアカガエルは奈良県のレッド
データブックでは、絶滅危惧種であるにも
かかわらず、多くの個体が確認されている
ことから、この湿地ビオトープは生息及び
繁殖環境に適している 18）。また、サワガ
ニを観察することもでき、水質が良好であ
ることを示している。

③　 グランド周辺にはススキのほかに、カモジ
グサなどカヤネズミの営巣植物が多くあ
る。また、日陰になる場所が多い。

④　 里山ものづくり村は、里山ものづくり村に
造成される前までは、ススキ等の営巣植物
が多く自生していた。現在は、農作物が植
えられている。

3．調査方法

調査方法は、ルートセンサス的に各地域を歩き
回りカヤネズミが生息する営巣植物（ススキなど

のイネ科植物）に巣がないかを確認した。巣が
あった場合には、カヤネズミの個体の有無を確認
し、地面からの巣の高さや、巣材などを記録し
た。カヤネズミの生息に影響のでない程度に、調
査は月 2 ～ 4 回とした。人の気配を感じると、す
ぐにカヤネズミは姿を隠してしまうため、調査を
する際には十分注意を払った。

4．結果と考察

調査の結果、カヤネズミの巣は、2004 年に 7
個 15）、2005 年 に 12 個 16）、2007 年 に 26 個 17）、
2009 年 9 月までに 7 個、合計 52 個発見されてい
る。また、繁殖も確認されている 17）。近畿大学
奈良キャンパスにおける巣の分布、地面からの巣
高の分布、月別の巣の個数、巣材として利用され
た植物種の割合は、図 2、図 3、図 4 及び図 5 に
示した。

ススキなど営巣植物の株が崩壊していたため、
2 個の巣については巣高を測定することができな
かった。このため、図 3 では、測定ができた 50
個の巣についてのデータを図に示した。近畿大学
奈良キャンパスにおいては、巣高は 41 ～ 50 ㎝が
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図2.近畿大学奈良キャンパスにおけるカヤネズミの巣の分布．①～④は主な調査地．各点が1個の巣を示す．図2.近畿大学奈良キャンパスにおけるカヤネズミの巣の分布．①～④は主な調査地．各点が1個の巣を示す．
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最も多かった。定期的に授業の実習での学生によ
る草刈りや業者による草刈りが行われ、手入れが
行われている。このため、一定の草丈になると刈
り取られ、荒れた状態にならず、発見された巣高
は、それほど高くないと考えられる。

図 4 よりカヤネズミの巣作りが活発になるの
は、10 月～ 11 月にかけてである。巣の個数は他

の月に比べ多く、繁殖も確認されている 17）。九
州においては、5 月～ 6 月（春～初夏）及び 9 月
～ 12 月（秋～初冬）の 2 回、繁殖するとされて
いる 7）20）。また、本州では夏から秋にかけて 1 回
繁殖するとされている 7）。近畿大学奈良キャンパ
スにおいては、秋から初冬に 1 回、繁殖期をむか
えていると考えられる。また、1 月～ 2 月には、
新巣は見つかっていない。この時期、カヤネズミ
は日当たりの良いススキやオギの株の中や、堆積
した枯れ草の中、他種のネズミやモグラの坑道を
利用して地下で過ごしているとされているが詳し
いことは分かっていない 9）。

図 5 よりカヤネズミはススキの他にも、多くの
植物を巣材と利用していることがわかる。巣は生
葉を利用して、前足と歯を使って葉脈に沿って細
く裂いて編まれる 9）。植物体から切り離さずに営
巣されるので、作りたての巣は緑色をしてい
る 9）。巣の寿命は約 1 カ月半であり、古くなり傷
んだ巣は放棄され新たな巣が作られる 9）。季節に
よって営巣植物の種類は変化する 9）が、近畿大学
奈良キャンパスにおいては、調整池周辺などにお
いて、ススキが多く見られるため、ススキが巣材
の 50％を占めており、季節によって営巣植物の
変化はあまり見られなかった。

近畿大学奈良キャンパスにおけるカヤネズミの
巣の分布は、湿地ビオトープに最も多く分布して
いる。営巣植物であるイネ科植物が多く、カヤネ
ズミの生息に適しており、カヤネズミが湿地を好
んで生息地として選択していると考えられる。こ
のため、湿地ビオトープを今後も保全していく必
要がある。また、その他調整池、東グラウンドな
どにおいても、営巣植物に悪影響を及ぼすセイタ
カアワダチソウ、クズなどを刈り取り、ススキ等
の営巣植物を保全するといった対策が必要であ
る。今後もカヤネズミの生息状況を調べ、さらに
生態を明らかにし、近畿大学奈良キャンパスに生
息するカヤネズミの保全対策を考える必要があ
る。
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図 3. 地面からのカヤネズミの巣高の分布

図 4. 月別のカヤネズミの巣の数

図5. カヤネズミの巣材として利用された植物種の割合
（その植物で見つかった巣の数の％）
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謝の意を表します。また、農学部環境管理学科の
学生・大学院生の皆様にも感謝いたします。

6．要約

近畿大学奈良キャンパスがある奈良県のレッド
データブックにおいて、カヤネズミは、希少種に
指定されている。カヤネズミの生息場所は主に、
河川敷や里山のススキなどがある草地である。近
年、宅地開発や河川敷の公園開発によって、こう
した生息場所が減少しており、個体数も減少傾向
にある。しかし、カヤネズミに関する知見は少な
いため、その生態解明の一環として当キャンパス
内で調査を行った。

調査は奈良市中町の近畿大学奈良キャンパスで
行い、ルートセンサス的にキャンパス内を歩き回
り、カヤネズミが生息する営巣植物（ススキなど
のイネ科植物）の巣を記録した。巣があった場合
には、カヤネズミの個体の有無を確認し、地面か
らの巣の高さや、巣材などを記録した。

調査の結果、カヤネズミの巣は、2004 年に 7
個、2005 年 に 12 個、2007 年 に 26 個、2009 年 9
月までに 7 個、合計 52 個発見された。近畿大学
奈良キャンパスにおいては、巣高は 41 ～ 50 ㎝が
最も多かった。定期的な草刈りが行われ、手入れ
が行われているため、一定の草丈になると刈り取
られ、荒れた状態にならず、発見された巣高は、
それほど高くないと考えられた。カヤネズミの巣
作りが活発になるのは、10 月～ 11 月にかけてで
あり、当キャンパスにおいては、秋から初冬に 1
回繁殖を行っていると考えられた。また、1 月～
2 月には、新巣は見られなかった。

当キャンパスにおけるカヤネズミの巣の分布
は、湿地ビオトープで最も多かった。この場所に
は営巣植物が多く、カヤネズミの生息に適してお
り、さらにカヤネズミが湿地を好んで生息地とし
て選択していると考えられる。このため、湿地ビ
オトープを中心としたカヤネズミの生息地におい
て、営巣植物に悪影響を及ぼすセイタカアワダチ
ソウ、クズなどを刈り取るといった保全対策が必
要であると考えられた。
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